
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

相模原市家庭教育支援チーム 

 （呼称：オールウェイズ中央っ子） 

  

 

②活動拠点 相模原市立中央公民館 

③活動範囲 相模原市立中央公民館区内 

④組織体制 

 

   ５ 人 

民生委員・児童委員 １人     主任児童委員 １人 

児童育成支援員 １人   子育てサポーター ２人 

 

⑤活動開始年度 令和２年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

相模原市立中央公民館 

（TEL）042-758-9000   （E-mail）chuuou-k@city.sagamihara.kanagawa.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（公民館家庭教育支援講座への協力） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） ☐小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

① 家庭教育支援講座の企画・運営 

毎年公民館で開催する「家庭教育支援講座」の運営委員とともに、話し

合いを行い、企画運営を行う。 

② 「しゃべり場」の開催 

年に数回開催し、保護者の方の日頃の小さな悩みや話を聴き、専門家

を交えながら交流を図る。 

③ 子どもの居場所 

小学校と連携して、週に１回放課後に公民館の１室を使い子どもの居

場所として開放する 

④ 学びの提供 

定期的に組織メンバーが集まり、現時点の必要と考えられる保護者へ

の学びの提供方法等検討し、実施する準備をする。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

① 家庭教育支援講座の企画・運営 

毎年公民館で開催する「家庭教育支援講座」の運営委員とともに、話し

合いを行い、企画運営を工夫して行った。（令和２年～令和８年度） 

② 「しゃべり場」の開催 

年に数回開催し、保護者の方の日頃の小さな悩みや話を聴き、専門家

を交えながら交流を図った。（令和２年・３年とテーマを決めて開催。参

加者が少なく、コロナもありその後開催せず） 

③ 子どもの居場所 

小学校と連携して、週に１回放課後に公民館の１室を使い子どもの居

場所として開放した。（令和３年９月より令和４年３月まで実施。見守り

協力者の減少、学校との連携難、多くの課題発生、コロナの関係もあり

その後開催せず） 

④ 学びの提供 

定期的に組織メンバーが集まり、現時点の必要と考えられる保護者へ

の学びの提供方法等検討し、実施する準備をした。（定期的に出来るこ

とを模索し、自分たちも学び合い、情報交換をしながら、次に生かす工

夫を検討した。令和８年度に実施できるよう準備を進めている。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （中央地区青少年健全育成健全育成協議会より支援金） 

 


